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議会人事決まる

教氏議長に南雲
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れ
た
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れ
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副
議
長

常
任
委
員
会

　
　
◎
委
員
長
　
○
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唇
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村
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○
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。



四季の矯が薫る麟宅地分譲申し染み受け付賭嫁

　　ロ
ロロ。器1

謂ぱ、お勘合わぜください。分謙

件などの募彙要項を送付いたします。

　　　　お問い合わせ
十日町地域土地開発公社川西事務所

　　　川西町役場建設課
TELO257－68－3111／FAXO257－68－3828
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し
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こ
の
事
業
は
、
町
内
の
各
種
団
体
や

グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
や
資
源
な
ど
を
活
用
し
て
個
性
的
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て

助
成
し
、
住
民
自
ら
実
施
す
る
地
域
づ

く
り
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
十
一
年
度
前
期
分
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
二
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、

内
容
審
査
の
結
果
、
下
表
の
よ
う
に
決

定
し
ま
し
た
。

番号 申請団体 事業名・場所 事　業　の　概　要 事業費 補助金額

1
高原田町内会

常会長

　大塚甚一

《事業名》

　公共施設と地域

住民の共生による

環境整備支援事業
《場所》

　高原田町内

《目的》　公共施設と住民が一体となって共生できるよう、各種

　　　交流及び快適な環境づくりを積極的に推進し、もって、

　　　ボランティア精神の高揚を図り、みんなでまちづくりに

　　　貢献することを目的とする。

《内容》　高原田町内にある4つの大きな公共施設（診療所／デ

　　　イサービスセンター／特別養護老人ホーム／中学校）の

　　　除草、掃除、花植えなどのほか、施設関係者との交流を

　　　深める。

　千円

389

　千円

233

2
仙田樽太鼓

代表

　高橋雅明

《事業名》

仙田樽太鼓
《場所》

町内一円

《目的》　仙田地区は過疎化が進み、子供たちの数も少なくなっ

　　　ていることから、昨年から始めた樽太鼓で町内の祭りに

　　　参加して、地区を盛り上げる。

《内容》・毎週火曜日、金曜日に仙田小で練習。

　　　・樽が傷んでいるため修理する。

　　　・団結力を高めるための法被をそろえる。

　　　・町内の祭り、イベントなどで発表する。

　　　・樽太鼓を記録し、保存する。

526 315

　　　　　　　　　後期分の募集をします
今後、この事業を活用して地域づくりを実践する計画がある団体などは、次により後期分の募集をしますの

で、奮ってご応募ください。

　★応募締め切り　9月30日　　★問い合わせ及び応募先　役場開発課振興係　盈68－3111　内線312

③11．9．10



介護を必要とする人のいる家庭です。

介護の必要な第1号被保険者、およ

び特定疾病で介護が必要になった第

2号被保険者。
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介
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・
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サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
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等
の
住
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
療
養
型
病
床
群
の

施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
も
し
く
は
必
要

と
し
て
い
る
方
（
本
人
ま
た
は
家
族
）
は
、
役

場
福
祉
課
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員
に
よ

る
申
請
代
行
も
で
き
ま
す
。

雛闇調謹

市町村職員や介護支援専門員が訪

問、心身等に関して85項目の質問調

査を行います。

一膿馨鍵

訪問調査の結果をコンピュータ入

力します。

灘灘撚灘

　「一次判定」の結果と「主治医の

意見書」をもとに介護認定審査会に

て判定します。

纏毯綴繋

自立、要支援、要

介護1～5の7つの

ランクに区分しま
す。

申請者に通知

平成12年2月までの
申請分については、平

成12年2月～3月の間
に介護保険証を添えて

お送りします。

判定結果をもとにケアプラン（サービス計

画）を作成し、サービス提供となります。

介護保険制度によるサービス提供は、平成

12年4月からとなります。

平成12年3月までは、現行の福祉サービス
を利用できます。

11．910④



　
「
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
」
は
、

昨
年
の
八
月
一
日
、
「
被
保
険
者
代
表
」
四
人
、

「
識
見
を
有
す
る
者
」
二
人
、
「
関
係
団
体
の
代

表
者
」
四
人
、
「
議
会
議
員
」
二
人
の
十
二
人

の
委
員
と
九
人
の
事
務
局
員
で
発
足
し
ま
し

た
。
被
保
険
者
代
表
は
全
て
女
性
、
全
体
で
も

五
人
が
女
性
と
い
う
構
成
メ
ン
バ
ー
で
、
大
久

保
三
吉
委
員
長
の
も
と
、
現
在
ま
で
に
五
回
の

「
策
定
委
員
会
」
と
、
六
回
の
「
自
主
勉
強
会
」

を
開
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
は
、
向
う
五
年

間
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
量
の
見

込
み
」
、
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の
確
保
の
た

め
の
方
策
」
、
「
事
業
者
間
の
連
携
の
確
保
等
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を
図
る
た
め
の
事

業
」
及
び
「
そ
の
他
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施

の
た
め
の
必
要
な
事
項
」
を
盛
り
込
み
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

計
画
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
設
備
を
行
う
こ

と
、
全
国
的
に
大
き
な
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ

う
に
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保
す
る
こ

と
、
を
前
提
に
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
検
討
を
重

ね
ま
す
。

　
気
に
な
る
、
六
†
五
歳
以
上
の
保
険
料
は
…

　
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
量
の
見
込

み
」
が
決
ま
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号

被
保
険
者
の
保
険
料
も
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
現
在
の
高
齢
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
毎
日
配
食

サ
ー
ビ
ス
（
仮
）
、
紙
お
む
つ
等
支
給
事
業

（
仮
）
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
回
数
上
乗
せ
を
介
護
保
険
に
盛
り
込
む
方
向

で
検
討
中
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
の
基
準
額
は
三
千
円
弱
に
な
り
そ
う
で

す
。
（
所
得
に
応
じ
て
、
千
五
百
円
程
度
か
ら

四
千
五
百
円
程
度
ま
で
、
五
段
階
に
区
分
さ
れ

ま
す
。
）

県内の第1号被保険者保険料分布状況

　　　　　　（7月末現在）　　　川西町（7月末現在） 川西町

2，000円以上2，500円未満 14市町村

2，500円以上3，000円未満 73市町村

3000円以上3，500円未満 21市町村

3，500円以上4，000円未満 0市町村

4，000円以上4，500円未満 1市町村

計 109市町村

※112市町村中、4市町村は広域対応のため、1市
　町村として計上。

　　●最高保険料　4，140円
　　●最低保険’料　2，074円
　　●県平均保険料　2，824円

▲第5回介護保険事業計画策定委員会のようす

⑤11．9．10



介護保険を知ろう【認定申請書の記入のしかた】

※介護を必要とする人「川西太郎さん」の家族が申請する場合の一例です。

介護保険要介護認定申請書
川西町長様
次のとおり申請します。 申請年月日 平成11年9月1日

申請者氏名 川　西　花　子 本人との関係 子の妻

申請者住所
〒948一〇〇〇〇 川西町大字水口沢○○番地

電話番号　68一〇〇〇〇

提出代行
者　名　称

該当に○（居宅介護支援事業者・指定介護老人福祉施設・介護老人保健施設・指定介護療養型医療施設・在宅介護支援センター・民生委員）

㊥

介
護
を
必
要
と
す
る
人
（
被
保
険
者
）

被保険者番号
※申請者が被保険者本人の場合、申請者住所
電話番号は記載不要

フリガナ カワ　　ニシ　　　タ　　　ロウ
生年月日 ㊥・大・昭32年1月1日

氏　　　名 川　西　太　郎 性　　別 ⑱・女

住　　　所

〒948一〇〇〇〇

　川西町大字水口沢○○番地
　　　　　　　　　　　電話番号 68一〇〇〇〇

前回の要介護
認定の結果等
※要介護更新認定
の場合のみ記入

要介護状態区分　　　1　　2　　3　　4　　5　　要支援

有効期間　平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月　　日

介護保険施設

入所の有無
（短期入所を除く）

有
入所施設名

所在　地

⑱

主　治　医

主治医の氏名 新潟一郎 医療機関名 ○○診療所

所　在　地
〒948一〇〇〇〇

　川西町大字高原田○○番地
　　　　　　　電話番号　68一〇〇〇〇

2号被保険者（40歳から64歳の医療保険加入者）のみ記入

医療保険者名 医療保険被保険
者証記号番号

特定疾病名

介護サービス計画を作成するために必要があるときは、要介護認定にかかる調査内容、介護認定審
査会による判定結果・意見、及び主治医意見書を居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者又は介護
保険施設の関係人に提示することに同意します。

本人氏名 川 西花

町内在住者は、「川西
町」からでよい

申請代行の場合、申請
代行者は「印」を忘れ
ずに

「介護保険被保険者証」

記載の番号（今回は記
入できない）

町内在住者は、「川西
町」からでよい

初回の申請では記入の
必要なし

現在、施設入所の場合
に記入

かかりつけのお医者さ
んを記入

介護を必要とする人も
しくは家族のサイン

町では現在、在宅高齢者200人、施設入所者70人くらいの申請を予想しております。

　平成12年4月から、申請書を受理した介護を必要とする人全員に介護サービスの提供を行う，には、平成12年3月ま

でに、個々の要介護認定の判定結果に合わせて全員の介護サービス計画（ケアプラン）を立てなくてはなりません。

　介護を要する方がおられるご家庭は、早目に申請をお願いいたします。
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を開催進総決起
よ鶴爲掴蝕鰯偲幽懊鯉謹碕
　『ウ圖町・六圓町固』整備

　
八
月
二
十
三
日
、
十
日
町
ク
ロ
ス
ー
0
で
、
上
越
魚
沼
地
域
振
興

快
速
道
路
「
十
日
町
～
六
日
町
間
」
整
備
促
進
総
決
起
大
会
が
開

催
さ
れ
、
関
係
八
市
町
村
の
関
係
者
お
よ
そ
一
、
○
○
○
人
が
参

加
。
本
地
域
に
お
け
る
工
事
の
早
期
着
工
と
整
備
を
要
望
す
る
決

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
上
越
市
と
六
日
町
と
を
結
ぶ
約
六
十
曇
の
道
路

で
、
上
越
地
域
と
十
日
町
地
域
、
そ
し
て
六
日
町
地
域
の
そ
れ
ぞ

れ
の
中
心
都
市
を
一
本
の
規
格
の
高
い
道
路
で
結
ぶ
こ
と
で
上
越

－
魚
沼
間
の
交
通
の
便
の
向
上
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
圏
域
の
交

流
の
促
進
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
六
年
十
二
月
に
計
画
路
線
六
十
膜
の
指
定
を
受
け
、
平
成

七
年
度
以
降
「
上
越
市
～
松
代
町
間
、
十
日
町
～
六
日
町
間
」
が

　
　
　
　
　
覧
劉
－

－
米
～
　
至
上
越
線
　
ノ
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圏
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誰
ノ
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‘要港湾

直江津港

　　　　融畠

＿纏
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　上越JCT
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　蜜　も
　山
　　ヤ3　　墨
　　～A率　　儀
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異体的な路線のルート．慈讃等を規定するものではありません．

騨

調
査
区
間
に
指
定
さ
れ
、
現
在
、
　
「
三

和
村
～
安
塚
町
間
九
曇
」
、
　
「
十
日
町

～
六
日
町
間
十
棲
」
、
　
「
上
越
市
富
岡

～
寺
間
二
膜
」
、
　
「
上
越
市
～
三
和
村

間
七
膜
」
が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
区
間
と
し

て
指
定
さ
れ
、
一
部
着
工
及
び
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
十
日
町
～
六
日
町
間
（
名
称

”
八
箇
峠
道
路
）
の
早
期
着
工
と
、
八

箇
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
～
十
日
町
イ
ン

タ
ー
チ
エ
ン
ジ
の
区
間
を
「
整
備
区
間
」

と
し
て
早
期
に
指
定
す
る
こ
と
、
　
「
松

代
町
～
十
日
町
間
」
を
調
査
区
間
と
し

て
早
期
に
指
定
す
る
こ
と
な
ど
が
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
町
か
ら

上
越
方
面
・
六
日
町
方
面
へ
の
往
来
に

時
間
が
短
縮
さ
れ
、
冬
期
間
に
お
け
る

危
険
の
回
避
も
図
ら
れ
、
地
域
間
の
交

流
な
ど
も
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

「早期実現を望む」とあいさつに立った同整備促
進連絡協議会の本田会長（十日町市長）　（中央）

中国黒龍江省へ

卓球交流第2回目の派遣

　
町
が
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

中
国
黒
龍
江
省
と
の
卓
球
交
流
事
業
の

第
二
回
目
と
な
る
派
遣
が
、
八
月
十
六

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
八
日
間
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
選
手
団
は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
や
北

京
な
ど
を
訪
問
し
、
卓
球
先
進
地
の
技

術
を
学
び
、
異
国
文
化
の
見
聞
な
ど
を

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
派
遣
さ
れ
た
選
手
団
は
小
海
教

育
長
を
団
長
に
、
中
学
生
八
人
（
山
口

大
樹
さ
ん
〈
仁
田
〉
・
平
野
裕
さ
ん

〈
四
郎
兼
〉
・
清
水
弓
弦
さ
ん
〈
寺
ケ

崎
〉
・
村
越
美
香
さ
ん
〈
野
口
〉
・
羽

鳥
佐
和
子
さ
ん
〈
仁
田
〉
・
羽
鳥
奈
津

　　　　　　　　舗竈睡職織．．

町長室で田ロ町長（右）からねぎらいを受ける選手団の皆さん

希
さ
ん
〈
木
落
〉
・
和
久
井
麻
衣
さ
ん

〈
木
落
〉
・
丸
山
こ
と
み
さ
ん
〈
木
落
〉
）
、

小
学
生
一
人
（
五
十
川
裕
さ
ん
〈
沖
立
〉
）

の
九
人
の
小
・
中
学
生
と
、
王
コ
ー
チ

ら
四
人
の
関
係
者
で
す
。
こ
の
一
行
に

は
、
田
口
町
長
も
表
敬
訪
問
の
た
め
二

十
日
ま
で
同
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
二
十
三
日
、
町
に
到
着
し
た
一
行
は
、

帰
町
報
告
を
す
る
た
め
町
長
室
を
訪

れ
、
町
長
は
、
選
手
一
人
ひ
と
り
か
ら

今
回
の
派
遣
に
つ
い
て
感
想
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。
食
事
の
こ
と
、
卓
球
技
術

の
こ
と
、
異
文
化
に
触
れ
た
こ
と
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
印
象
に
残
っ
た
こ
と
な
ど

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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灘
　
灘

備

鵜

灘
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蝋
、灘熟’鵜

（
町
内
順
に
掲
載
敬
称
略
）

　
　
（
8
月
－
日
現
在
）

千
手
地
区
　
四
十
人
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原
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あ
か
ね
園
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カ
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高
橋
未
年
治
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高
橋
重
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高
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山
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蔵
品
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蔵
品
政
太
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田
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サ
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和
久
井
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上
野
地
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十
三
人
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新
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新
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〃
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下
平
新
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〃
小
根
岸

小
川
ソ
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上
村
廣
治

富
井
タ
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入
澤
之
夫

金
子
ハ
ヤ

押
木
ヨ
ネ

小
林
シ
ゲ

若
山
萬
里

若
山
ヨ
シ

若
山
フ
ミ

清
水
リ
イ

仲
嶋
テ
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小
海
正
吉

橘
地
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二
十
人
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和
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ヤ
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ク
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和
田
耕
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野
澤
エ
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丸
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ハ
ル

村
越
キ
ク
ヨ

滋
野
　
正

村
越
キ
セ

片
桐
宗
平

大
久
保
テ
イ

丸
山
福
治

須
藤
ホ
ノ

仙
田
地
区
　
　
十
八
人

中
仙
田
小
林
忠
作

繋
難
灘
難
難
難
難
鑛
．
難

き
き
藝

遜，
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高
橋
誠
一

南
雲
サ
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高
橋
正
一

茂
野
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佐
藤
喜
久
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高
橋
チ
サ

田
村
ヒ
サ

高
橋
セ
ツ

小
川
　
秀

登
坂
テ
ツ

高
橋
チ
ョ
ノ

高
橋
誠
吾

登
坂
克
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登
坂
キ
セ

金
子
亀
治

中
村
サ
イ

長
谷
川
キ
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お

　
　
て

　
　
え

　
　
交

　
　
を

　
　
ど　大平助役（中央）から大正11年当時のできごとな

　祝いの言葉が述べられました。
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町
公
民
館
事
業
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」

の
人
た
ち
が
、
切
り
絵
の
初
歩
を
学

び
ま
し
た

切り絵の集いを開いて交流
　8月6日から8日まで、切り絵作家木本有太可さん（東京切

り絵会会長・東京府中市在住〉とそのお仲問の切り絵の作家の

皆さん10人が、高倉の「ゆうゆうの家（木本さん所有）」で作品

展示会を行い、地域の皆さんと交流を深めました。

　また、埼玉県和光市本町小学校の児童の皆さん13人を含む、

東京都周辺在住の皆さんおよそ30人が同行し、郷土料理講習会

や交流イベントをして楽しみました。

女性問題地域懇談会を開催
　8月6日、町総合体育館で、県の主催による女性問題地域懇談会

が開かれました。この催しは、「地域における男女平等をめざす意識

づくり」をテーマに、様々な分野の方から意見をお聞きするという

もので、町の12人の皆さんから集まってもらいました。

　「女性らしさ・男女らしさ」を求める意見や、「女性・男性という

特別意識はしていない」という意見もありました。今後、いろんな

機会をとおして意識づくりをすることが必要となっています。

地
域
に
お
け
る
男
女
平
等
の

意
識
づ
く
り
を
語
る
参
加
者

籍

待
ち
ど
お
し
か
っ
た
夕
食
タ
イ
ム

ス
ポ
少
キ
ャ
ン
プ
2
0
周
年

　
川
西
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
宮
啓
一

本
部
長
・
団
員
一
六
八
人
）
の
合
同
キ

ャ
ン
プ
が
今
年
で
二
十
回
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
合
同
キ
ャ
ン
プ
は
、
野
球
・

卓
球
・
柔
道
・
空
手
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
体
力
づ
く
り

に
励
ん
で
い
る
団
員
が
年
一
回
夏
休
み

を
利
用
し
て
一
堂
に
集
ま
り
、
自
然
の

中
で
お
互
い
の
共
通
理
解
を
深
め
、
共

同
生
活
を
通
し
て
思
い
や
り
の
心
を
育

み
、
心
身
を
鍛
練
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
は
昭
和
五
十
五
年
八
月
に

大
厳
寺
キ
ャ
ン
プ
場
（
松
之
山
町
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
百
人

前
後
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
八
月
七
日
～
八
日
と
銀
山

平
キ
ャ
ン
プ
場
（
湯
之
谷
村
）
で
実
施

さ
れ
、
参
加
者
は
家
庭
生
活
で
は
味
わ

え
な
い
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
9

土
木
事
業
を
知
つ
τ
も
ら
う
た
め
に

　
土
木
事
務
所
の
主
な
仕
事
に
は
、
住

民
の
生
命
財
産
を
守
る
、
河
川
な
ど
の

整
備
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
充
実
と
地

域
産
業
の
発
展
を
支
え
る
道
路
な
ど
の

整
備
、
暮
ら
し
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与

え
る
公
園
な
ど
の
整
備
や
こ
れ
ら
施
設

の
管
理
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
韮
沢
伸
昌
所

長
）
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
土
木

の
役
割
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
実
施
し
て
い
る
事
業
の
理
解
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年
、
管

内
市
町
村
内
に
お
い
て
「
土
木
事
業
現

場
見
学
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
八
月
二
十
六
日
、
今
年
は
川
西
町
内

の
事
業
な
ど
を
紹
介
す
る
機
会
が
設
け

ら
れ
、
橘
小
学
校
と
父
兄
ら
四
十
人
ほ

ど
が
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
町
内
で
実
施
さ
れ
て
い

る
水
環
境
整
備
事
業
（
伊
勢
平
治
）
、

国
道
4
0
3
号
ト
ン
ネ
ル
工
事
（
大
貝

大
貝
～
小
白
倉
間
ト
ン
ネ
ル
工
事

現
場
で
話
を
聞
く
参
加
者

～
小
白
倉
）
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
河
川

事
業
（
中
仙
田
）
な
ど
を
見
学
し
、
土

木
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

整備された河川の石が「接着剤で張り付
けた」と聞いてビックリしていました
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町
で
は
、
平
成
12
年
4
月
1
日
採
用

予
定
の
保
健
婦
・
保
健
士
1
人
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

　
和
和
4
5
年
4
月
2
日
～
53
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
婦
・

保
健
士
の
免
許
取
得
者
又
は
同
国
家
試

験
に
よ
り
免
許
取
得
見
込
み
の
者
。

方
法
　
作
文
考
査
、

　
　
　
検
査

採
　
用
　
日

面
接
考
査
、
身
体

考
査
の
日
時
、
会
場
及
び
方
法

日
時
　
1
0
月
下
旬

会
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

』

．ノ

ζ

平
成
12
年
4
月
1
日
の
予
定

受
験
の
手
続

　
申
込
書
の
請
求
先

　
川
西
町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
〒
9
4
8
1
0
1
9
2
　
中
魚
沼
郡

川
西
町
大
字
水
口
沢
12
番
地

（
a
O
2
5
7
1
6
8
－
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
3
0
2
）

申
込
方
法

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、

押
印
。

　
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
　
無
帽
正

面
上
半
身
）
1
枚
を
張
り
、
行
政
係
へ
。

　　　　’良＝　　：聴　螂．　　．・∫　1写難灘灘灘灘騰灘難ii
購

小
幡
さ
ん
ら
三
人
に
厚
生
大
臣
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
故
小
幡
正
徳
さ
ん
（
仁

田
・
7
4
歳
）
、
南
雲
ハ
ル
エ
さ
ん
（
中

仙
田
・
6
7
歳
）
、
清
水
リ
イ
さ
ん
（
下

平
新
田
・
7
6
歳
）
に
、
厚
生
大
臣
表
彰夫の遺影と共に表彰を喜ぷ小幡さん

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
幡
さ
ん
・
南
雲
さ
ん
は
、
昭
和
五

十
二
年
十
二
月
か
ら
平
成
十
年
十
一
月

ま
で
の
二
十
一
年
間
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢

　
．
ん

　
．
．
さ

欝
雲

灘
難
南

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、

清
水
さ
ん
は
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
か

ら
平
成
十
年
十
一
月
ま
で
の
十
五
年

間
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

清水さん

諦

申
込
書
の
受
付
期
間

　
9
月
2
0
日
～
m
月
5
日
（
消
印
は
、

m
月
5
日
ま
で
有
効
）

そ
　
の
　
他

．
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

1
2
0
円
切
手
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

．
申
込
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、

書
留
郵
便
な
ど
確
実
な
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

　
九
月
に
な
る
と
北
か
ら
南
へ
、
山
か

ら
里
へ
と
足
早
に
秋
が
や
っ
て
き
ま

す
。
北
海
道
で
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
本
州

付
近
で
は
夏
の
間
日
本
を
広
く
覆
っ
て

い
た
太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力
が
弱
ま
る

と
秋
雨
前
線
が
停
滞
し
や
す
く
な
り
、

残
暑
が
終
息
し
た
こ
ろ
秋
の
長
雨
と
な

る
所
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
は
日
本
列
島
が
台
風
の

通
り
道
に
あ
た
る
季
節
で
も
あ
り
、
過

去
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

の
多
く
が
襲
来
し
て
い
ま
す
。

◇
気
温
と
日
照

　
気
温
の
日
別
平
均
値
を
見
る
と
、
気

温
の
下
が
り
方
が
一
年
の
う
ち
で
大
き

い
の
は
、
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
九
月
は
、

八
月
下
旬
の
緩
や
か
な
下
が
り
幅
が
大

き
く
変
化
す
る
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

気
温
の
下
が
り
方
は
、
地
方
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

◇
台
風
と
秋
雨

　
立
春
か
ら
数
え
て
「
二
百
十
日
（
九

月
一
日
ご
ろ
）
」
、
あ
る
い
は
「
二
百
二

十
日
」
に
当
た
る
日
は
、
台
風
を
警
戒

す
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
の
月

別
発
生
数
や
接
近
数
は
統
計
的
に
は
八

月
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、
九
月
の
台

風
は
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
日
本
を
縦
断

す
る
よ
う
な
コ
ー
ス
を
取
る
こ
と
が
多

く
、
過
去
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
は
、
い
ず
れ
も
九
月
に
上
陸
又

は
接
近
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
付
近
に
秋
雨
前
線
が
停
滞
し
て

い
る
と
き
に
は
、
台
風
の
接
近
に
よ
り

前
線
活
動
が
活
発
と
な
る
こ
と
が
あ

り
、
台
風
の
中
心
が
ま
だ
南
海
上
に
あ

る
場
合
で
も
、
大
雨
に
対
す
る
注
意
が

必
要
で
す
。
台
風
の
接
近
前
か
ら
雨
が

降
り
続
い
て
い
た
場
合
に
は
、
土
砂
災

難
篶
畿
・

ま
す
の
で
、
各
地

の
気
象
台
が
発
表

す
る
最
新
の
台
風
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

情
報
や
注
意
報
を
　
　
　
。
○

．
一
、
翻
黙
練
餅

願
ミ
緻
憩
　》博憶ノ◎／＼
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一
年
間
を
か
け
て
実
施
し
た
写
真
と

言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
越
後
妻
有
8
万

人
の
ス
テ
キ
発
見
」
の
応
募
集
計
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

応
募
総
数
は
三
、
一
一
四
点
と
な
り
、

目
標
に
し
て
い
た
三
、
○
○
○
点
を
達

成
し
ま
し
た
。
多
く
の
ご
応
募
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
部
門
別
で
は
一
般
部
門
一
、
五
四
八

点
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
一
、
三
〇
〇
点
、

芸
術
部
門
二
六
六
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
さ
れ
た
市
町
村
別
で
は
、
十
日
町
市

一
、
二
五
五
点
、
川
西
町
四
八
五
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
　
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　睡i螺

魎偶

囹

津
南
町
三
〇
〇
点
、
中
里
村
四
六
六
点
、

松
代
町
一
四
五
点
、
松
之
山
町
四
六
三

点
。
応
募
者
の
地
域
別
で
は
地
域
内
が

二
、
三
一
四
点
、
当
地
域
を
除
く
県
内

が
三
三
八
点
、
県
外
が
四
六
二
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
作
品
は
、
地
域
な
ら
で
は

の
自
然
、
祭
り
や
人
々
の
表
情
、
自
慢

料
理
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、

八
月
十
九
日
・
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
で

地
元
審
査
委
員
十
一
人
（
審
査
委
員
長
・

佐
野
良
吉
さ
ん
）
に
よ
る
第
一
次
審
査

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
、
作

品
の
多
様
さ
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
コ
メ
ン
ト
も
含
め
て

一
点
一
点
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
選
ば
れ
た
作
品
は
、
九
月
中

旬
・
東
京
で
の
大
岡
信
さ
ん
ほ
か
六
人

の
審
査
員
に
よ
る
本
審
査
に
か
け
ら
れ
、

ス
テ
キ
賞
な
ど
が
決
定
し
ま
す
。
発
表

及
び
表
彰
は
十
月
十
六
日
・
ク
ロ
ス
ー0

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
世
界
で
活
躍

す
る
作
家
を
招
き
、
地
域
の
題
材
を
も

と
に
作
家
が
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
地
域

の
子
供
た
ち
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
協
働
で
作
品
づ
く
り
を
行

う
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
平
成
九

年
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
第
一
回
は
、
七
月
二
十
六
日
か

ら
三
十
一
日
に
か
け
て
、
ベ
ェ
ロ
ニ
ク
・

ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
を
迎

え
、
津
南
町
旧
消
防
分
遣
所
を
会
場
に
、

津
南
小
学
校
と
津
南
中
学
校
の
希
望
児

童
．
生
徒
合
わ
せ
て
二
十
五
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
、

作
家
が
半
日
単
位
で
小
中
学
校
を
回
つ

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
同

じ
会
場
に
一
週
問
腰
を
据
え
、
来
年
の

大
地
の
芸
術
祭
で
発
表
す
る
子
供
た
ち

の
作
品
づ
く
り
を
中
心
に
開
催
。
そ
の

内
容
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◇
ま
ず
は
材
料
集
め

　
テ
ー
マ
は
、
津
南
町
の
四
つ
の
場
所

の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
似
顔
絵
）
づ
く
り
。

初
日
は
、
自
分
の
行
き
た
い
場
所
を
、

沖
ノ
原
ひ
ま
わ
り
畑
・
中
津
川
運
動
公

園
・
津
南
町
市
街
地
・
マ
ウ
ン
テ
ン
パ

ー
ク
津
南
の
中
か
ら
選
び
、
班
分
け
し

ま
し
た
。
二
日
目
は
、
実
際
に
四
つ
の

場
所
で
作
業
。
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
、
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
で
場
所
の
特
徴

を
写
し
た
り
、
石
や
流
木
、
草
花
な
ど

の
材
料
を
集
め
た
り
し
ま
し
た
。
真
夏

の
炎
天
下
、
一
日
か
け
て
作
業
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
、
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
は

車
で
四
か
所
を
巡
回
し
、
子
供
た
ち
の

作
業
に
目
を
配
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
バ
ネ
ル
い
っ
ぱ
い
に
自
己
表
現

　
三
日
目
か
ら
は
い
よ
い
よ
似
顔
絵
作

　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
蓼
と

り
。
一
人
ず
つ
に
90
セ
ン
チ
×
90
セ
ン

チ
の
大
き
な
パ
ネ
ル
が
配
ら
れ
る
と
、

最
初
子
供
た
ち
は
そ
の
大
き
さ
に
戸
惑

い
気
昧
。
も
う
一
度
材
料
集
め
に
戻
る

子
や
、
パ
ネ
ル
を
前
に
構
想
を
練
る
子

な
ど
様
々
。
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
写
真
と
風
景

画
、
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
小
石

や
草
花
を
張
り
付
け
直
接
パ
ネ
ル
に
画

を
書
き
込
ん
だ
り
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
も

個
性
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
四
日
目
・

五
日
目
と
作
業
が
進
む
と
、
町
中
の
人

た
ち
の
足
だ
け
を
た
く
さ
ん
ス
ケ
ッ
チ

し
た
「
足
」
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
や
、
多

様
な
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
る
ポ
ー
ト
レ

ー
ト
な
ど
二
十
五
点
の
作
品
は
ほ
ぼ
完

成
。
会
場
の
壁
い
っ
ぱ
い
に
展
示
。

◇
完
成
発
表
会

　
最
終
日
の
七
月
三
十
一
日
、
保
護
者

な
ど
を
招
い
て
完
成
発
表
会
。
子
供
た

ち
も
す
っ
か
り
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
と
打

ち
解
け
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
質

問
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
マ
ー

ル
さ
ん
か
ら
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の

地
域
の
自
然
の
風
景
に
興
昧
を
持
っ
た
．
⑫

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
子
供
た
ち
と
一
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
そ
の
風
景
の
中
で
作
業
し
、
よ
り
深
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
理
解
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。
来
年
は
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
供
た
ち
の
作
品
と
と
も
に
自
分
の
作
　
1

品
が
発
表
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
」
と

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
六
日
間
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

◇
第
二
回
は
鉢
集
落

　
　
　
　
（
十
日
町
市
）
で
開
催

　
第
二
回
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
マ
ト
ン
さ

ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
を
迎
え
、
八
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
十
日
町
市

の
鉢
集
落
に
か
か
わ
り
の
あ
る
方
々
を

対
象
に
、
真
田
小
学
校
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
詳
し
い
実
施
内
容
は
次
回

に
報
告
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
企
画
振
興
課
（
a
57
1
2
6
3
7
）

発
表
会
で
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
を

囲
ん
で
記
念
撮
影



川
西
町
長
選
挙
②

岩
瀬
金
　
子
幸
作

初
代
町
長
の
選
挙

　
町
名
や
役
場
位
置
の
問
題
で
激
し
い

論
戦
を
展
開
し
、
難
産
の
末
に
千
手

町
・
上
野
村
・
橘
村
・
仙
田
村
の
対
等

合
併
が
決
ま
っ
た
の
は
昭
和
三
十
一
年

六
月
十
一
日
の
合
併
協
議
会
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、
初
代
町
長

選
挙
に
は
だ
れ
が
名
乗
り
を
あ
げ
る
の

か
漠
然
と
し
て
い
た
が
、
川
西
町
が
誕

生
す
る
九
月
一
日
か
ら
五
十
日
以
内
に

選
挙
を
執
行
す
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、

出
馬
す
る
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
が
旧
町

村
ご
と
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
俄
然
あ
わ

た
だ
し
く
な
り
、
自
せ
ん
、
他
せ
ん
が

入
り
混
っ
て
憶
測
を
呼
び
、
町
村
民
の

関
心
は
町
長
選
挙
に
集
中
し
た
。

　
合
併
直
前
の
町
村
の
様
子
を
、
十
日

町
新
聞
（
昭
和
三
十
一
年
八
月
三
十
日

号
）
が
「
選
挙
か
無
競
争
（
無
投
票
）

か
、
初
代
町
長
が
関
心
の
的
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

噂
に
上
る
顔
ぶ
れ

　
九
月
一
日
に
発
足
す
る
川
西
町
の
初

代
町
長
選
挙
は
九
月
廿
日
頃
（
首
脳
部

の
話
）
に
な
る
模
様
だ
が
、
早
く
も
立

候
補
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
動
き
を
見
せ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
に
本
月
二
日
ご

ろ
東
京
で
療
養
中
の
仙
田
村
長
押
木
仲

治
氏
が
退
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
一
段
と
選
挙
前
哨
戦
の
様
相
を
濃

く
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
ま
ず
一
応
立
候
補
の
噂
さ
に
の
ぼ
る

顔
ぶ
れ
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
千
手
町

で
は
丸
山
現
町
長
と
中
村
前
町
長
の
両

氏
。
上
野
で
押
木
（
利
）
村
長
、
橘
は

羽
鳥
朔
市
氏
、
仙
田
へ
行
っ
て
押
木

（
仲
）
村
長
、
増
田
克
治
氏
と
い
っ
た
と

こ
ろ
。
千
手
町
の
丸
山
現
町
長
は
「
町

長
の
席
」
に
つ
い
て
か
ら
ま
だ
一
年
有

余
、
「
大
し
た
失
策
も
な
か
っ
た
の
だ

し
、
も
う
少
し
続
け
さ
せ
た
い
」
と
支

持
す
る
も
の
も
相
当
あ
り
、
ま
ず
出
馬

は
ほ
ぼ
確
実
と
み
る
向
き
が
多
い
。
そ

れ
な
ら
「
前
回
破
れ
た
中
村
氏
が
出
る

だ
ろ
う
」
と
取
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
、

本
人
は
「
絶
対
出
な
い
」
と
言
明
し
て

お
り
、
対
抗
馬
と
し
て
仙
田
の
増
田
氏

の
担
ぎ
出
し
に
回
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

上
野
村
の
押
木
村
長
も
最
近
「
積
極
的

に
支
持
す
る
」
も
の
が
押
し
か
け
て
い

る
模
様
だ
が
「
職
務
執
行
者
だ
か
ら
」

と
全
然
出
る
意
志
が
な
い
。
同
様
に
橘

の
羽
鳥
氏
も
今
の
と
こ
ろ
呼
声
は
薄
い
。

そ
こ
で
仙
田
で
誰
れ
が
出
る
か
と
興
味

の
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
る
が
、
押
木
村
長

が
帰
郷
す
る
ま
で
は
こ
ん
と
ん
と
し
て

い
る
。
「
仙
田
の
押
木
村
長
こ
そ
は
…
」

と
か
な
り
呼
び
声
も
高
い
が
、
退
院
す

る
と
は
い
え
、
健
康
体
に
な
っ
て
出
馬

で
き
る
か
ど
う
か
心
配
す
る
向
き
も
あ

る
。
増
田
氏
は
最
初
か
ら
出
る
意
志
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
四
囲
の
運
動
で

ど
の
よ
う
な
動
き
を
見
せ
る
か
注
目
さ

れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
丸
山
町
長
に
対

抗
し
て
仙
田
あ
た
り
か
ら
増
田
・
押
木

氏
の
い
ず
れ
か
名
乗
り
出
る
だ
ろ
う
と

み
る
向
き
が
多
い
。

中
村
・
丸
山
氏
立
つ

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
町
長
選
挙

を
、
秋
の
農
繁
期
を
さ
け
て
十
月
一
日

に
執
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
九
月
二

十
四
日
の
告
示
と
同
時
に
届
け
出
た
の

は
丸
山
恒
正
、
中
村
壮
吉
、
斎
木
名
賀

吉
の
三
人
で
、
と
く
に
中
村
壮
吉
と
丸

山
恒
正
の
間
で
活
発
な
舌
戦
が
交
わ
さ

れ
た
。
当
時
の
模
様
を
再
現
す
る
た
め
、

十
日
町
新
聞
（
昭
和
三
十
一
年
九
月
二

十
五
日
号
）
の
記
事
を
次
に
掲
げ
る
。

　
川
西
町
長
選
挙
は
、
き
の
う
告
示
と

同
時
に
激
戦
の
火
ぶ
た
を
切
っ
た
が
、

午
前
早
く
も
予
想
さ
れ
た
中
村
壮
吉
、

丸
山
恒
正
の
両
氏
が
立
候
補
届
け
出
を

行
い
、
街
頭
で
第
一
声
を
放
っ
た
。
中

村
氏
は
仙
田
の
増
田
克
治
氏
を
貢
任
者

に
す
え
て
、
中
央
町
木
島
の
市
川
富
二

さ
ん
方
に
選
挙
事
務
所
を
開
き
、
前
回

の
雪
辱
を
期
せ
ば
、
丸
山
氏
も
ま
た
中

央
町
中
屋
敷
の
小
林
伝
司
さ
ん
方
に
選

挙
事
務
所
を
設
け
、
橘
の
元
老
野
沢
秀

保
氏
を
貢
任
者
に
す
え
て
必
勝
を
期
し

て
い
る
。
な
お
二
十
日
現
在
の
川
西
町

有
権
者
は
八
千
七
百
五
十
一
人
。
旧
町

昭
和
31
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

∞∞、

選
墨
難
灘
欝
灘

の

ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
き
　
　
　
　
　
　
　

．
警
　
壌
趣
蟻
鰯
灘

皿
・
麟
溝
認
灘
雛

　
協
噸
　
■
　
．
■
琶
　
噛
蝿
講
懇
灘

　
　
　
　
　
．
麺
慌
醗
．
購
縷
購

㌻
　
　
　
p
》
　
川
嚢
墓
器
抽
響
葵
灘

w
　
　
洗
挙
鷲
禁
馨
爾
鞭
懸

、
　
・
養
轟
灘
響
灘
麟

　
　
　
　
じ
を
　
　
　
　
よ
サ
ゆ
ギ
ガ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
な

　
　
　
　
　
　
舳
鞠
鞭
、
・
”
鵜
翻
鰯
灘

．
　
　
欝
欝
磯
響

　
　
　
　
　
　
　
取
井
　
協
・
；
鵬
縫
撒
灘
、

村
別
で
は
千
手
二
千
七
百
五
十
人
。
上

野
一
千
二
百
九
十
七
人
。
橘
一
千
六
百

二
十
九
人
。
仙
田
三
千
七
十
五
人
と
な

っ
て
お
り
、
町
選
管
で
は
投
票
率
は
八

十
五
％
か
ら
九
十
％
と
見
て
い
る
。

産
業
の
振
興
を

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
壮
吉
候
補

　
三
つ
を
公
約
し
て
選
挙
戦
を
進
め
た

い
。
①
川
西
は
今
ま
で
貧
乏
す
ぎ
た
が

裕
福
に
な
り
か
け
た
の
で
テ
コ
入
れ
し

た
い
。
米
作
を
主
体
に
有
畜
産
業
の
振

興
を
図
る
。
水
田
の
裏
作
に
つ
い
て
も

一
歩
進
ん
だ
方
法
が
あ
る
は
ず
だ
。

②
教
育
文
化
施
設
を
整
備
す
る
。
学
校

建
設
も
総
仕
上
げ
の
段
階
に
来
た
。
今

後
は
統
合
問
題
に
も
目
を
向
け
た
い
。

生
活
文
化
の
向
上
を
目
指
す
。
青
年
層

は
、
農
村
の
生
活
改
善
な
く
し
て
地
元

に
と
ど
ま
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。

③
国
鉄
固
定
資
産
税
を
存
続
さ
せ
た
い

川
西
町
の
主
要
財
源
確
保
の
た
め
に
最

も
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
新
町

建
設
五
か
年
計
画
に
は
直
接
タ
ッ
チ
し

な
か
っ
た
が
、
当
選
し
た
ら
再
検
討
し

自
分
な
り
の
政
策
を
折
込
ん
で
い
く
。

光
る
金
を
使
う

　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
恒
正
候
補

　
川
西
町
大
同
合
併
を
実
現
し
て
新
町

建
設
五
か
年
計
画
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

健
全
財
政
を
あ
く
ま
で
も
堅
持
し
た
い
。

　
私
の
言
う
健
全
財
政
と
い
う
の
は
緊

縮
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の

大
切
な
税
金
を
”
光
る
金
“
と
し
て
お

役
に
立
て
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

基
本
的
な
政
策
は
五
か
年
計
画
の
忠
実

な
履
行
で
あ
る
が
、
特
に
交
通
通
信
網

の
整
備
促
進
と
、
農
業
を
中
心
と
し
た

商
工
業
も
併
進
し
た
い
。
教
育
面
で
は

老
朽
校
舎
の
増
改
築
か
ら
手
を
つ
け
、

施
設
を
充
実
し
て
児
童
生
徒
の
気
分
転

換
を
図
り
、
機
会
均
等
を
実
現
さ
せ
て

い
き
た
い
。
国
や
県
の
事
業
を
可
能
な

か
ぎ
り
導
入
し
、
住
み
良
い
豊
か
な
町

を
つ
く
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

　
立
会
演
説
会

　
町
長
選
挙
の
立
会
演
説
会
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
十
八
日
午
後
一
時
　
橘
中
学
校

　
　
〃
　
　
　
夜
八
時
　
上
野
小
学
校

　
二
十
九
日
午
後
一
時
　
仙
田
中
学
校

　
　
〃
　
　
　
夜
八
時
　
千
手
中
学
校

※
本
稿
の
資
料
は
高
橋
源
吾
十
日
町
新

　
聞
編
集
長
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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息
ら
く
ら
く
教
室

★
日
時

　
9
月
24
日
・
2
9
日
、
1
0
月
1
5
日

　
　
い
ず
れ
も
、
午
後
1
時
～
4
時

★
場
所

　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
　
集
会
室

★
対
象
者

　
肺
気
腫
、
気
管
支
喘
息
、
じ
ん
肺
、

　
肺
結
核
後
遺
症
者
な
ど
で
息
切
れ
・

　
咳
・
疾
な
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方
。

★
内
容

　
肺
機
能
検
査
、
肺
の
病
気
に
つ
い
て

　
の
医
師
の
講
話
や
個
別
相
談
、
理
学

　
療
法
士
に
よ
る
呼
吸
法
の
実
習
、
参

　
加
者
同
士
の
座
談
会
、
保
健
婦
の
生

　
活
指
導
な
ど
。

★
参
加
申
し
込
み

　
十
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課
「
息
ら

　
く
ら
く
教
室
」
担
当
者
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
費
5
7
1
2
4
0
0
）

電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　
N
T
T
で
は
、
新
し
い
電
話
帳
「
中

越
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
を
九
月
中
旬
か
ら

末
日
ま
で
の
間
に
企
業
や
家
庭
に
お
届

け
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
今
ま
で
お
使
い
の
電
話
帳

は
、
紙
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め

回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
配

達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た

と
き
に
、
今
ま
で
お
使
い
の
電
話
帳
を

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
N
T
T
の
お
客
様
窓
口
に
電

話
帳
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
十
月

末
ま
で
回
収
を
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
電
話
帳
回
収
に
つ
い
て
の
連
絡
先

　
N
T
T
電
話
帳
お
届
け
セ
ン
タ
ー

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
費
0
1
2
0
1
3
2
4
1
8
2

・
受
付
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

　
く
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
で
す
。

町
安
協
が
用
品
を
寄
付

　
川
西
町
交
通
安
全
協
会
（
鈴
木
義
一

会
長
）
で
は
、
こ
の
た
び
町
内
各
小
学

校
P
T
A
か
ら
交
通
安
全
運
動
の
際
に

活
用
願
い
た
い
と
、
た
す
き
・
腕
章
・

帽
子
を
そ
れ
ぞ
れ
三
十
個
ず
つ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
虎
プ
．

計
画
外
流
通
米
の
販
売
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
に
直

接
米
を
販
売
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
食
糧
事
務
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
出
は
、
米
の
流
通
量
や
流

通
実
態
を
把
握
し
て
、
米
の
需
給
と
価

格
の
安
定
を
図
る
た
め
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
用
紙
は
新
潟
食
糧
事
務
所
十

日
町
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、

農
協
や
役
場
農
林
課
窓
口
に
も
あ
り
ま

す
。
郵
便
や
F
A
X
に
よ
る
届
け
出
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

区　　　　分 毎月納付 6か月納付 割　引　額

定額保険料の場合 79，800円 78，920円 880円
定額付加保険料の場合 82，200円 81，290円 910円

※
届
け
出
先

農
林
水
産
省
新
潟
食
糧
事
務
所
十
日

町
支
所

　
（
盈
0
2
5
7
1
57
1
6
5
2
1
）

　
（
F
A
X
　
　
　
5
7
－
6
5
2
2
）

国民年金の『前納制度』をご存じですか

　国民年金の保険料納入方法には、前納という制度があります。この前納制

度とは、ある一定期問の保険料を前もって納める制度です。前納は納め忘れ

を防ぐだけでなく、年5．5パーセントの割引率で大変お得です。

　今回は、平成11年10月から12年3月までの6か月前納をお勧めします。

前納を希望される方は、9月30日までに役場住民課住民係へ申し込みください。

後日、六日町保険事務所から納付書が送付されます。

期間9月21日（火）から9月30日（木：）まで

ス［トガンタ暮れはライトをつけて気をつけて

平
成
1
2
年
度

　
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
訓
練
生
募
集

■
募
集
科
目

◎
高
等
学
校
卒
業
者
対
象
科

　
　
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
・
N
C
機

　
　
　
械
科
・
自
動
車
整
備
科
・
電
気

　
　
　
シ
ス
テ
ム
科
・
電
気
施
設
科

　
　
・
O
A
事
務
科
・
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ

　
　
　
ス
科
・
織
布
科

　
◎
義
務
教
育
修
了
者
以
上
対
象
科

　
　
・
溶
接
科
・
金
属
プ
レ
ス
科
・
建

　
　
　
築
科
・
左
官
科

■
募
集
受
付
期
間

　
◎
推
薦
選
考
（
高
卒
対
象
科
の
み
）

　
　
9
月
1
6
日
～
2
9
日
ま
で
。

◎
一
般
選
考

　
　
1
0
月
1
5
日
～
2
9
日
ま
で
。

■
選
考
日

　
◎
推
薦
選
考
　
1
0
月
1
3
日
㈱

　
◎
一
般
選
考
　
1
1
月
1
2
日
㈹

※
各
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
募
集
科
が
異

　
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り

　
の
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
ヘ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
（
盈
0
2
5
－
2
4
7
－
7
3
6
1
）

　
・
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
（
盈
0
2
5
5
1
4
5
1
2
1
9
0
）

　
・
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
（
盈
0
2
5
6
－
3
8
1
8
5
2
0
）

　
・
十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
（
盈
0
2
5
7
1
5
7
1
1
1
0
5
）

　
・
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
（
8
0
2
5
7
9
1
4
1
2
4
1
0
）

11．910⑭



・
善

意（
敬
称
略
）

福
祉
に

　
関
口
　
敏
行
（
学
校
町
）
五
万
円

　
診
療
所
臨
時
休
診

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
　
9
月
1
3
日
㈲
は
、
冨
永
所
長
が
介
護

　
認
定
審
査
会
委
員
研
修
の
た
め
、
午
後

　
か
ら
臨
時
休
診
と
な
り
ま
す
。

　
　
、
§
　
　
蓄
き
萎
多
蟻
巽
薯
奪
、

　
　
表
紙
の
写
真

　
7
月
2
8
日
か
ら
8
月
2
日
ま
で
の
6

日
間
、
仙
田
地
区
を
拠
点
に
川
西
町
子

ど
も
村
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
子
ど
も
村
実
行
委
員
会
（
押
木
貢
会

長
）
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
1
0
回
目
。

　
参
加
者
は
、
水
く
み
か
ら
食
事
作
り
、

農
家
で
野
菜
な
ど
の
収
穫
の
手
伝
い

や
、
イ
カ
ダ
に
乗
っ
て
の
川
下
り
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
の
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
「
友
達
を
つ
く
ろ
う
、
自
然
を
知
ろ
う
、

自
分
の
力
を
た
め
し
て
み
よ
う
、
工
夫

、
．

す
る
こ
と
を
覚
え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
、
参
加
し
た
4
0
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
を
十
分
こ
な
し
て
い
た
よ
う
で

す
。　
今
回
は
、
3
年
ほ
ど
天
候
不
順
で
で

き
な
か
っ
た
「
イ
カ
ダ
下
り
」
の
写
真

を
掲
載
し
て
み
ま
し
た
。

、
　
、
　
　
小
わ
じ

へ
　
“
り
　
　
岬
項

　
デ
　
　
　
　
　
　
ソ
め
い

　
／
／
ー
＼
蒜
　
一
｝
∫
高
崎
正
風
選

　
三
日
月
に
寝
つ
か
れ
ぬ
窓
開
け
に
け
り

　
よ
く
成
り
し
南
瓜
に
向
か
い
一
人
言

　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

　
休
耕
の
田
に
蕎
麦
の
花
白
か
り
き

蔚
天
の
川
見
上
げ
亡
き
夫
偲
び
け
り

瀞
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢
　
澄
代

醐
空
蝉
が
ネ
ギ
の
葉
し
か
と
抱
い
て
お
り

鷹
田
を
回
る
務
め
帰
り
や
青
田
風

騨
　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

胴
父
よ
り
も
齢
だ
け
越
え
し
墓
参
か
な

糊
終
戦
日
今
は
た
だ
暑
に
堪
え
る
の
み

ボ

，
　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

　
点
滴
の
残
り
わ
ず
か
や
蝉
の
声

　
通
り
雨
行
き
て
大
き
な
虹
の
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

　
盆
の
墓
力
を
こ
め
て
洗
い
け
り

　
夜
べ
の
雨
残
暑
い
く
ら
か
柔
ぎ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
押
し
花
の
芙
蓉
の
う
す
く
す
き
通
り

　
学
童
の
ラ
ジ
オ
体
操
秋
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

　
媚
や
静
か
に
く
る
、
撫
の
寺

　
流
れ
星
た
だ
一
言
を
忘
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

　
大
や
ん
ま
生
け
る
が
如
く
地
に
伏
せ
り

　
帰
省
客
賞
を
貰
ひ
し
盆
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

　
水
源
の
墨
き
て
猛
暑
の
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

休日救急医

田
に
畑
に
恵
み
の
雨
の
お
盆
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

踊
る
輪
の
灯
に
迷
い
来
し
油
蝉

帰
省
の
娘
お
送
る
ホ
ー
ム
の
大
西
日

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

下
り
立
て
ば
月
の
明
る
き
無
人
駅

水
捨
て
に
出
て
名
月
に
合
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

穂
芒
に
頬
撫
で
ら
れ
つ
句
碑
の
道

野
路
楽
し
七
草
千
草
咲
き
乱
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

黒
姫
の
夕
焼
け
望
む
棚
田
か
な

豊
作
と
な
る
ら
し
稲
の
穂
の
垂
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

ぢ
り
ぢ
り
と
大
地
は
や
け
て
蝉
の
声

虫
の
音
や
故
郷
の
山
河
懐
か
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

指
を
み
な
汁
に
濡
ら
し
て
西
瓜
食
う

雄
弁
家
い
る
夏
の
夜
の
縄
の
れ
ん

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

峡
の
田
の
ま
だ
ま
だ
青
し
稲
の
花

曽
祖
母
の
育
ち
し
里
や
鬼
芒

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

眠
れ
ぬ
夜
立
秋
告
げ
る
虫
の
声

炎
天
下
熱
闘
続
く
甲
子
園

　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

　
　
寸
　
感
　
　
　
　
正
風

●
よ
く
成
り
し
ー
大
南
瓜
に
対
す
る
作

者
の
姿
が
色
々
に
想
像
さ
れ
て
面
白
い
。

ま
た
「
一
人
言
」
が
い
い
。

●
天
の
川
i
夫
の
星
は
ど
れ
で
あ
ろ
う

か
。
星
に
寄
せ
て
の
亡
き
夫
を
偲
ぶ
作
者

の
情
が
、
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

9月12日　高木医院（土市）

　　　　盈58－2361
　　〃　　中条病院（中条）

　　　　盈57－3018
　　15日　川西町診療所（高原田

　　　　盈68－2034
　　〃　　上村病院（中里村）

　　　　費63－2111
　　19日　田中外科医院（田中町）

　　　　奮52－2403
　　23日　山口医院（袋町）

　　　　盈52－2174
　　26日　第二藤巻医院（上野

　　　　盈68－2018
　　〃　　津南病院（津南町）

　　　　費65－3161
10月3日　大熊内科医院（山本町

　　　　盈52－7066
　　10日　山口医院（下条）

　　　　盈55－2003
　　〃　　上村病院（中里村）

　　　　盈63－2111
　　11日　大坪医院（四日町）

　　　　盈57－6100

肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
モ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫃
⑫
曝
態
罎
太
露
藁
、
傭

肥
満
の
人
は
正
常
体
重
の
人
と
く
ら
四
・
な
が
ら
食
い
●
イ
ラ
イ
国
フ
食
い
を
溜

べ
て
糖
尿
病
で
五
倍
、
高
血
圧
、
心
臓

病
で
三
倍
近
く
の
発
症
率
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
ほ
か
に
も
動
脈
硬
化
、
脳
血
管

障
害
、
脂
肪
肝
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
活
習

慣
病
の
モ
ト
に
な
り
ま
す
。

　
肥
満
の
原
因
に
は
食
べ
す
ぎ
、
食
べ

方
の
誤
り
、
運
動
不
足
、
遺
伝
な
ど
が

関
係
し
ま
す
が
注
意
点
を
あ
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。

一
、
一
日
三
食
を
守
る
（
朝
食
を
ぬ
か

　
な
い
）

　
食
べ
過
ぎ
な
く
て
も
一
日
二
食
と

か
、
一
度
に
多
く
食
べ
、
食
事
間
隔
が

長
い
食
べ
方
は
栄
養
が
吸
収
さ
れ
や
す

く
、
太
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
朝

食
を
か
か
さ
ず
と
り
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
偏
り
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

二
、
食
物
繊
維
を
と
る

　
食
物
繊
維
は
脂
肪
に
な
り
や
す
い
糖

質
の
吸
収
を
お
さ
え
ま
す
。

（
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
食
品
）

ひ
じ
き
・
わ
か
め
・
し
い
た
け
・
ホ
ー

レ
ン
草
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ご
ぼ
う
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
さ
つ
ま
い
も
、
さ
と
い
も
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
枝
豆
、
お
か
ら
な
ど

三
、
早
食
い
を
し
な
い

　
よ
く
噛
ま
な
い
で
食
べ
る
と
脳
の
満

腹
中
枢
が
満
腹
を
感
じ
る
ま
で
に
食
べ

す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
な
い
　
　
　
　
鈎

テ
レ
ビ
に
夢
中
仕
事
で
票
い
つ
囎

ぱ
い
、
と
い
う
な
か
で
の
食
事
は
無
意
纒

識
の
う
ち
に
必
要
以
上
の
食
物
を
口
に
爾
晦

塑
、
欝
墾
　
鰯

　
食
べ
た
あ
と
寝
る
だ
け
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
は
微
々
た
る
も
の
。
ほ
と
ん

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪
と
な
っ
て
蓄

積
さ
れ
ま
す
。

六
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　
意
識
し
て
日
常
生
活
に
運
動
を
と
り

い
れ
る
こ
と
が
大
切
。
階
段
を
つ
か
う
、

近
く
に
は
歩
い
て
行
く
な
ど
。

　
食
べ
過
ぎ
ず
、
適
度
な
運
動
を
心
が

け
れ
ば
肥
満
は
解
消
で
き
ま
す
。
…
…

と
は
い
え
、
い
う
と
す
る
で
は
大
違
い
。

自
己
分
析
を
し
て
な
に
が
原
因
で
太
る

の
か
。
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
肥
満
解
消

の
第
一
歩
で
す
。

．
蒙
簾

レ11
ト
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『
拶
⑳
臆
し
自
濁
爆
』
11
月
6
日
～
7
日
に
開
催

綴嚢

2年生とみいじゅん　くん「とら」

〈
上
野
小
学
校
￥
ー

域
皿
、
繋

「かえるのハウス」

　4年生田村沙貴さん

　
第
4
回
を
迎
え
る
「
か
わ
に
し
自
満

祭
」
は
、
今
年
は
町
総
合
体
育
館
、
川

西
中
学
校
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
n
月
6
日
～
7
日
の
両
日
、
多
彩

な
催
し
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
内
容
な
ど
は
、
1
0
月
号
本
紙

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

か
わ
に
し
い
い
と
こ

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
今
年
で
4
回
目
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
。
住
ん
で
い
る
人
だ
け
が
知
っ
て
い

る
自
然
や
風
景
。
そ
し
て
、
訪
れ
た
あ

去年の推薦作品
根津さんの「朝景」

「
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
グ
・

　
　
　
　
　
　
ク
ッ
シ
ョ
ン
」

　
6
年
生
押
木
　
霞
さ
ん

「
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
さ
ん
ぽ
」

　
4
年
生
高
橋
未
来
さ
ん

一
家
の
貯
金
箱
と
小
物
入
れ
」

　
5
年
生
金
子
尚
矢
く
ん

（
1
0
月
号
は
橘
小
学
校
で
す
）

／

　　　　　　　セむ　　　　　ひ　　　　　　　ゴダ
　　　　鹸　番鴨
　　　　麟ご轡ヅヘ
　　　　隣郵義
　　　耕穫瓢’、露
　　　　〆　嫌
　押　肇熱，轡
薄認．ノ

鞍

「ビーズで作った夢」

　3年生田村圭祐くん
「わたしがテレビにでたら」

　1年生くらしなゆきこ　さん
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